
キ リシタ ン資 料 の

拗 音お よび連 母 音 を表 す・iaについて

岸本 恵実

1.は じめ に

キ リ シ タ ン資 料 の 規 範 的 な ロー マ 字 綴 りに お い て 、-iaと い う綴 りに は 二 通 りの用 法 が

あ る 。 一 つ は 、 例 え ば(迦cu(客)の よ う に ア 段 の 開 拗 音 短 音 節 キ ャ ・ギ ャ ・ヂ ャ ・ヒ

ヤ ・ビ ヤ ・ミ ャ ・ リャ を 表 す 場 合 で あ る 。 そ して も う 一 つ は 、Ton_aguru(取 り上 ぐる)

の よ う に イ 段 音+ア と い う 連 母 音 を 表 す場 合 で あ る 。 本 稿 で は 、 日 本 語 の 音 韻 の 違 い を

書 き分 け る こ と を 基 本 と した キ リシ タ ン 資 料 の ロー マ 字 表 記 にお い て 、 この 一iaに つ い て

は 二種 類 の 音 韻 の 書 き 分 け が な さ れ な か っ た こ との 理 由を 、 『日葡 辞 書』(1603本 篇 刊 、

1604補 遺 刊)、 ジ ョ ア ン ・ロ ド リゲ ス の 二 著 書 『日本 大 文 典 』(1604-08刊)『 日本 小 文 典 』

(1620刊)を も とに 明 らか に した い 。

2。 問 題 の所 在

キ リ シ タ ン 資 料 の ロー マ 字 表 記 にお い て 、-isと い う綴 りは 次 の よ う に 用 い られ て い る 。

① カ ・ガ ・ダ ・ハ ・バ ・パ ・マ ・ラ 行 で 、 ア 段 の 開 拗 音 短 音 節 キ ャ ・ギ ヤ ・ヂ ヤ ・

ヒ ャ ・ビ ャ ・ミ ャ ・ リャ を表 す 場 合 。 例 、Biacudan(白 檀)。

② イ段 音+ア とい う 連 母 音 を表 す 場 合 。 例 、Qiabumi(木 鐙)。

③ 仮 名週 で は イ 段 音+ヤ で 表 記 さ れ る 音 を 表 す場 合 。用 例 は少 な い 。例 、Miac・(都)。

こ の うち ① ② は 規 範 的 な 綴 り と して 採 用 さ れ 、 使 用 され 続 け た も の で あ る 。 しか し、

例 え ばBiacudanは ビ ア ク ダ ン と連 母 音 に 、(2iabumiは キ ャ ブ ミ と拗 音 に読 み 間 違 え られ

る 可 能 性 が あ る に も か か わ ら ず 、 綴 り字 で 拗 音 と連 母 音 と を 書 き分 け る方 法 は 結 局 考 案

さ れ な か っ た 。

拗 音 は 、 築 島(1969)な ど の 先 行 研 究 か ら、 平 安 時 代 に は す で に漢 字 音 か ら 日本 語 に

入 っ て きて い た こ とが 明 ら か に さ れ て い る 。 した が っ て 、 キ リ シ タ ン資 料 の 書 か れ た 室

町 時 代 末 期 か ら江 戸 時 代 初 期 にお い て 、 日本 語 の 音 韻 と して 拗 音 が 存 在 して い た こ と、

拗 音 と連 母音 と に 音 韻 上 の 区 別 が あ っ た こ とは 、 自 明 の こ と と して よ い だ ろ う 。

キ リ シ タ ン 資 料 で は 日 本 語 の 音 韻 的 な 違 い を 、 四 っ 仮 名jl,gi,ZU,ZZUや オ 段 長 音 の 開

合6,6に 見 ら れ る よ うに 、 当 時 実 際 の 発 音 に ゆ れ が あ っ た と して も 、 厳 密 に書 き分 け よ
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うとする態度をもっていた。それにもかかわらず一ia表記に関しては、音韻的な区別のあ

ったア段拗音とイ段音+ア を書き分けることはされなかった。書き分 けがなされなかっ

た理由としては、書 き分ける必要はあったがよい方法が考え出せなかったか、または、

書き分ける必要がなかったかのいずれかが考えられる。-is表 記 の場合、この二つのうち

どちらであったのだろうか。

3.綴 り字上書 き分けがないその他の例

一is表記について考える前に、キリシタン資料のローマ字綴 りにおいて、一つの綴 りで

二種類の読み方が可能であるものについては、書 き分けるよい方法がなか った(考 え出

されは したが定着しなかった)場 合と、書き分けの必要がなかった と考えられる場合の

二通りの場合があることを、例 を挙げて確認してお く。

3.1.書 き分けるための適切な方法がなかったと考えられる場合

これには、擾音n+母 音 餌1,uの 例 がある。例えば 『日葡辞書』の見出 しにあるConan

(今 案)は コナン、Conin(婚 姻)は コニンと読み間違えられる可能性があるが、綴 り字

でこの二種類を区別す る方法は考え出されなかった。『日葡辞書』では読み誤 りを防ぐ

ために、Ani(安 恰)の ような分かち書きや、Von函(恩 愛)の ように間に一(ハ イフン)

を入れ、書き分けを試みている例がある。

もう一つの書き分けのない例はギとグイの綴 りで、guiと 書いた場合、ギ、グイと二通

りの読み方が可能である。これについては 『日葡辞書』の例言に、

また、Vguysu(鶯)の よ うに、一語が一文字[一 漢字]に 相当するものであるとき

には、vguisu(ウ ギス)と 読 まれないように、ギリシア字のYを 使って[vguysu]

と書 くか、あるいは1字 を少 し離 して[VguISUと]書 くかする。 また、[母 音の]v

字 に変えて書 くことにする。たとえば`類'をTagvi(タ グイ)と 書 き、V6qini(廼(大

きに食ふ)意 の`大 食ひ'をVogui(ヲ ゥギ)と 読まれないようにVogviと 書 く。

(訳本p.5)

とあ り、y字 の使用、分かち書き、v字 の使用という混同を防 ぐための三つの方法が挙げ

られている。 このほかハイフンを使った例 もあ り、これらの具体的な例については森田

(1993:120-121)に 詳 しい。

しか し、以上のような分かち書きやハイフンによる書 き分けなどの試みは、『日葡辞

書』 自体の中でも徹底 していたわけではなく、『日葡辞書』以外 のキ リシタン資料では

あまり見られない。したがって、搬音n+母 音 灸 重,uや ギ とグイについては、書き分け

る必要があったにもかかわらず、よみを区別するための適切な方法が普及 ・定着 しなか

ったということができる。
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3.2.書 き分 け る必 要 が な か った と考 え られ る場 合

力 ・ガ 行 合 拗 音qua,guaは 、ク ア ・グ ア と 二 音 節 で読 む こ と も 可能 で あ る 。こ のqua,gua

の 発 音 に 関 して は 、 ロ ド リ ゲ ス の 『日 本 小 文 典 』 「わ れ わ れ の 文 字 に よ る 日 本 語 の 一 部

の 音節 の 表 記 とそ の 発 音 に つ い て 」 に 以 下 の記 述 が あ る 。

文 字Qま た はGに 続 くVは ラ テ ン 語 と ひ と し くっ ね に 半 母 音 化 す る(文 字[音]

は 子 音 ま た は 母 音 の 力 と強 さ を 失 う と 真 の 半 母 音 とな る)。 した が っ て 発 音 は 半 母

音 で な け れ ば な らな い 。 こ のVが 現 れ るの は つ ぎの 音 節 に か ぎ られ る。

Qua例 、Quafan(過 半)。Gua例 、Guachirin(月 輪)。

Q曲 例 、Sanquai(参 会)。Guai[例 〕Guaibun(外 聞)。

Quan[例]Quannen(観 念)。Guan[例]Nenguan(念 願)。

Quat[例]Xiquat(死 活)。Guat[例]Xbguat(正 月)。

Qu6[例]Qubmib(光 明)。Gub〔 例]Qu6gu6(口 口)。

(f.10訳 本(上)p.62)

こ の 記 述 か ら 、quaguaは 連 母 音 の ク ア 、 グ ア で は な く、 常 に ク ワ、 グ ワ とい う合 拗

音 で発 音 さ れ る べ き も の と見 な さ れ て い た こ と が わ か る 。 こ れ は 、 ク ア に つ い て は 、 ク

は 活 用 語 尾 以 外 はCUで 書 か れ る原 則 だ っ た か ら規 範 的 に はcuaと い う綴 りだ った し、 グ

ア につ い て もGuan(愚 案)の よ うな グ ア と い う音 を含 む 語 彙 は 数 が ご く少 な い こ とか ら、

カ ・ガ行 合 拗 音quaguaは と ク ア ・グ ア とは 、 書 き分 け る必 要 性 が 認 め られ な か った も

の と考 え られ る。

4.拗 音 一iaと連 母 音一isの書 き分 け に つ い て

4.1.分 か ち 書 きや ハ イ フ ン に よ る書 き分 け

3.に よ り キ リ シ タ ン 資 料 の ロ ー マ 字 綴 りに は 、 書 き分 け る 方 法 が 考 え 出 さ れ て も定

着 しな か っ た 場 合 と 、書 き 分 け る 必 要 が な か っ た 場 合 の 二 通 りが あ る こ とが 確 認 さ れ た 。

こ こで 、-ia表 記 に 戻 っ て 考 え た い 。

-is表 記 に お い て 、 綴 り字 に よ る拗 音 一iaと連 母 音 一iaの書 き分 け は な か った が 、3.1.

で 見 た よ うな 他 の 連 母 音 の 場 合 と 同 じ よ うに 、 分 か ち書 き した り、 一(ハ イ フ ン)を 用 い

て い る例 が あ る 。 例 え ば 、 『日 葡 辞 書 』 の 見 出 しに は 、 分 か ち 書 き の 例 が45例 、 ハ イ フ

ン を用 い た例 が1例 あ る 。

<分 か ち 書 き の例>

Caiatg㎜e,ru.(買 い 集 め 、 る)

Feian.(平 安)

<ハ イ フ ン を 用 い た 例>

Tai-acu.(退 悪)
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しか しこ れ らの 表 記 は 、 他 の 連 母 音 表 記 と 同 じ く、 『日 葡 辞 書 』 に お い て 多 数 を 占 め

る も の で は な く、 他 の キ リシ タ ン 資料 に 定 着 した わ け で も な か っ た 。 さ ら に 、 『日葡 辞

書 』 に お け る、 分 か ち 書 きの45例 とハ イ フ ンの1例 の 内 訳 は 以 下 の よ う に な って い る 。

<表1>『 日葡 辞 書 』 に 見 られ る連 母 音一jaの分 か ち 書 き ・ハ イ フ ン使 用 例 の 内 訳

種 類 〔例)数

複 合 動 詞38

(Vomoiacaxi,su(思 ひ 明 か し、 す)、Daquiague,uru(抱 き上 げ 、 ぐる)な ど)

漢 字 二 つ か らな る 漢 語5

((ゑian(海 曼)、Feian(平 安)、Meian(瞑 闇)、Saiacu(災 悪)、Tai-acu(退 悪))

そ の他3

((A7細aguj(濃 い 浅 黄)、Mani頴(間 に 合 ひ)、Mecuguiana(目 釘 穴))

計46

これ を 見 る と、 分 か ち 書 きや ハ イ フ ン を 用 い た 例 は 、 複 合 語 、 中 で も 複 合 動 詞 が 多 数 を

占 め て い る こ とが わ か る 。 そ して こ れ ら46例 は 、 た とえ 分 か ち 書 き を し た りハ イ フ ン を

用 い な くて も 、 拗 音 と 混 同 し て発 音 され る可 能 性 が 高 くな い も の ば か りで あ る 。 した が

って 、 これ らの 例 は 、 拗 音 と 連 母 音 を 区 別 す る 明確 な 意 図 が あ っ て 分 か ち 書 き し た り ハ

イ フ ン を 用 い た の で は な く、 他 の 連 母 音 表 記 に 用 い ら れ た 方 法 に ひ か れ た も の で あ っ た

と考 え て よ い だ ろ う。 ま た こ の ほ か に 、 キ リシ タ ン 資 料 に お い て拗 音 一isと 連 母 音 一iaを

区 別 しよ う と し た 試 み は 見 ら れ な い 。

上 に 述 べ た こ と か ら、 キ リ シ タ ンは 一ia表 記 に 関 して 、 拗 音 と連 母 音 を 区 別 して 表 記 し

よ う と す る 意 図 が あ っ た とは 考 えに く い 。

4.2.拗 音 短 音 節 に 関 す る ロ ドリゲ ス の 記 述

そ う す る と、 拗 音 一iaと 連 母 音 ―isと は 書 き分 け の 必 要 が な か っ た と 考 え るべ き だ ろ う

か 。 以 下 で は この 可 能 性 につ い て 、 ロ ド リゲ ス の 記 述 を も と に 考 察 す る 。

3.2.で 見 たquaguaで 表 さ れ る カ ・ガ行 合 拗 音 と連 母 音 ク ア ・グ ア の 場 合 に は 、

混 同 さ れ う る語 彙 の 数 自 体 が ご く少 な か っ た。 しか し拗 音 一isと 連 母 音 一iaの 場 合 は 、 『日

葡 辞 書 』で見 る と拗 音 一isを含 む 異 な り語 彙 数 は200以 上 、連 母 音 一isの方 も300以 上 あ り、

こ の 数 だ け か ら考 え る と混 同 さ れ る可 能 性 が 高 い よ う に 思 わ れ る 。

ロ ド リゲ ス の 『日本 大 文典 』 「`五 音'(Goin)と 呼 ぶ`い 、 ろ、 は'(1,RO,FA)の 綴

字 」、 『日本 小 文 典 』 「Sumi(清)に 属 す る基 本 音 節 の う ち 、 二 つ の 単 純 音 節[字 〕 で 表

す もの 」 に は 、 二 文 字 の 仮 名 で 表 さ れ る拗 音 の発 音 に つ い て 次 の よ うな 説 明 が あ る。
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○ 他 の 綴 字 の 複 合 した も の

ChaChiyaXaXiya

ChoChiyoXoXiyo

ChuChiyuXuXiyu

NhaはNiyaの 複 合 。FioはFiyoの 複 合 。

NhoNiyoQuioQuiyo

NhuNiyuRioRiyo

(『口本 大 文 典 』56r訳 本p.225)

[日 本 語 で]二 つ の 音 節[字]を 並 べ て 、

Chiya(ち や)、Chiyo(ち よ)、Chiyu(ち ゆ)

とか くも の を[わ れ わ れ の 表 記 法 で は]そ れ ぞ れ 、

ChaChoChu

と表 記 し、Cha,Cho,Chuと 発 音 す る。(中 略)

二 つ の 音 節 〔字]、

Niya(に や)、Niyo(に よ)、Niyu(に ゆ)

は そ れ ぞ れ ポ ル トガ ル 語 の 場 合 の よ う に 、

NhaNhoNhu

と 表 記 し、Nha,Nho,Nhuと 発 音 す る 。

二 つ の 音 節[字]、

Xjya(し や)、Xiyo(し よ)、Xiyu(し ゆ)

は そ れ ぞ れ 、

XaXoXu

と 表 記 し、Xa,Xo,Xuと 発 音 す る 。

二 つ の 音 節[字]、

Fiyo(ひ よ)、Kiyo(き よ)、Riyo(り よ)、Kefu(け ふ)、Nafu(な ふ)、

Kifu(き ふ)

は そ れ ぞ れ 、

FioKioRioKeoNSKid

と 表 記 し、Fio,Kio,Rio,Ke6,M,K蝕 と発 音 す る 。 最 初 の 四 つ 〔にあ る1ま た はEの

音]は ほ とん ど1ま た はEの 音 で な くな り、 半 母 音 の よ うに な る。 例 、Fionna

(ひ よん な)、Tanrio(短 慮)、Fikeo(卑 怯)。

(『日本 小 文 典 』8r訳 本(上)pp53-55)

これ を 見 る 限 り、 『日本 大 文 典 』 『日本 小 文 典 』 の い ず れ に お い て も、C砥N凪Xa,Fio,

Quio(『 日葡 辞 書 』で はQio、 『日本 小 文 典 』 で は 圃o),Rioに つ い て は 説 明 して い るの に 、

同 じ よ うに 二 文 字 の 仮 名 で 表 さ れ る ア段 の拗 音 一iaの 発 音 に つ い て は 全 く記述 が な い。 こ
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の こ と に は 注 目 す べ き で は な い だ ろ う か 。 す な わ ち 、 ア 段 の 開 拗 音 短 音 節 の う ち ―iaの 綴

り を 含 ま な いGla,Nha,Xaや 、-iaと 同 じ くiの 字 を 含 む オ 段 の 開 拗 音 短 音 節 一ioに つ い て

は 説 明 が あ る の に 、 拗 音 一iaに つ い て は 全 く ふ れ ら れ て い な い の で あ る 。

ま た 、 上 の 箇 所 に 続 く 「日 本 語 の 全 て の 語 を わ れ わ れ の 文 字 で 書 き 表 す た め の 音 節 。

他 に 必 要 な も の は な い 。」(『 大 文 典 』57r、 『'」、文 典 』9v)と い う 表 題 を も つ 一 覧 表 で は 、

両 方 の 書 と も ア 段 拗 音 短 音 節 と し て(上 繕Guia(『 小 文 典 』で はGha),Gia,Ia,Nha,Quia(『 小

文 典 』 で はKja),Xaの み が 挙 が っ て い て 、Fia,Bia,Pia,Mia,Riaは 入 っ て い な い 。

Ba,Be,Bi,Bo,Bu.Ca,‐ ‐Co,Cu.

Ca,― ― 《♪,Cu.Cha,-Chi,Cho,Chu.

Da,De,‐Do,Dzu.Fa,Fe,Fi,Fo,Fu.

Gha,Ghe,Ghi,Gho,Ghu.Ga‐ ‐GoGu.

Gua,Guai,Guan,Guat,Gud.Gia,‐Gi,Gio,Giu.

Ia,Ie,H,Io,Iu.Ka,Ke,Ki,Ko,Ku.

Kia,Keo,Kio,Kiu,Kil.Ma,Me,Mi,Mo,Mu.

Na,Ne,Ni,No,Nu.Nha,‐ ‐Nho,Nhu.

Pa,Pe,Pi,Po,Pu.Qua,Quai,QuanQuatQub.

Ra,Re,Ri,Ro,Ru.Sa,‐ ‐So,Su.

Ta,Te,‐To,Thu.Va,‐ ‐Vo,‐

Xa,Xe,Xi,Xo,Xu.Za,‐ ‐Zo,Zu.

Ya,Ye,Yi,Yo,Yu.(『 日 本 小 文 典 』9v)

こ の 『日 本 大 文 典 』 『日 本 小 文 典 』 の 記 述 を 文 字 通 り解 釈 す る と 、 少 な く と も ロ ド リ

ゲ ス 個 人 は 、 こ の 表 に な いFia,Bia,Pia,Mia,Riaは 「日 本 語 の 全 て の 語 を わ れ わ れ の 文 字

で 書 き 表 す た め 」 に 「必 要 」 な 音 節 と は 考 え て い な か っ た こ と に な る 。

4.3.語 彙 の 中 に 現 れ る拗 音 一iaの 形

一iaを 含 む ア 段 拗 音 の う ち
、 一 覧 表 に あ るGuia,Gia,Quia(『 小 文 典 』 で はGha,Gia,Kia、

以 下 で は キ リ シ タ ン 資 料 で よ り 一 般 的 な 表 記Guia,(旭Qiaに 統 一 す る こ と に す る)と 、

表 か ら 外 さ れ たFia,BidPia,Mia,Riaと の 相 違 は ど こ に あ る の だ ろ う 。 音 声 的 に 分 類 す る

こ と は で き な い の で 、 実 際 に こ れ ら の 音 を 含 む 単 語 を 見 て い く と 、 一 つ の 傾 向 に 気 が つ

く 。 そ れ は 、Fja,BidPia.Mia,Riaと い う 綴 りは も っ ぱ らFiacu,Biacu,Piacu,Miacu,Rjacu

の 形 で 現 れ る こ と で あ る 。

そ こ で 、 『日 葡 辞 書 』 中 の 拗 音 一jaを 含 む と 考 え ら れ る 語 彙(見 出 し 語)を 和 語 も 含 め

て 調 査 し て み る と 、<表2>の 通 りで あ っ た 。 こ の 調 査 に よ る と 、 拗 音Fia,Bia,P抵Mia,

Riaを 含 む 語 彙 は ほ ぼ 全 て 一iacuと い う 漢 字 音 に 含 ま れ て お り 、-iacuを 含 ま な い 語 彙 は
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Voriazi,ru(お り ゃ る)と い う動 詞 の み で あ っ た 。… 方 、一一覧表 に あ っ たGuja ,Gja,Qiaは 、

-iacuと して 用 い ら れ る 以 外 に 、Anguia(行 脚)、Gia(ぢ や ・助 動 詞)、Qiaza(伽 羅)な

ど 、 い ず れ も 一iacuの 形 を と らず 、 拗 音 一iaだけ で用 い られ て い る 例 が あ る。

<表2>『 日 葡 辞 書 』 中 の 拗 音 ―iaを含 む 漢 字 と語 彙 の 数

(拗 音一iaを含 む語彙 に用 いられた漢字の種類数)/(拗 音一iaを含む語彙数)

分 類 行 一jacuを 含 む 一iacuを 含 ま な い 計

ロ ド リゲ ス の ハ 行Fia31380/(5)3/38(5)

の 表 に な し バ 行Bia5/2801(5)5/28(5)

バ 行Pia1/1111

マ 行Mia1/181118

ラ 行 騰a4J26011(1)4〆27(1)

ロ ド リゲ ス の 力 行(ha4/463/6(4)7!52(4)

の 表 に あ り ガ 行Guia2!183165/24

ダ 行Gia31141!74/21

計2311897/20(15)301209(15)

※(1)漢 字のあて方は 『邦訳日葡辞書』(岩 波書店 ・1980)に よった。

(2)連 濁によ り清音が濁音になっているものは濁音の行に入れた。

(3)Qiacca(脚 下)の ように元 々の漢字 音は一13CUであったものが促音化 している場合、漢字 と

しては 「-iaCUを含む」 の方に入 れたが、異な り語彙数は 「-iacuを含まない」の方に入れ、語

彙数は()内 に分けて記 した。

<表2一 補1>-iacuの 綴 りを 含 む 漢 字

分 類 行 ・綴 り ―iacuを 含 む 漢 字(漢 字 数)

ロ ド リゲ ス の ハ 行Fia白 、 百 、 聞(3)

の 表 に な し バ 行Bia白 、 百 、 柏 、 碧 、 蹴(5)

バ 行Pia百(1)

マ 行Ma脈(1)

ラ 行Ria略 、 歴 、 礫 、 礫(4)

ロ ドリ ゲ ス の 力 行(海 却 、 客 、 脚 、 隔(4)

の 表 に あ り ガ 行Guia逆 、 瘡(2)

ダ 行(ヨa択 、 着 、 著(3)
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<表2一 補2>(ha,Guia,Giaを 含 む 語 彙 の う ち 、-iacuを 含 ま な い 語 彙

行 ・綴 り 一iacuを 含 まな い 語 彙(異 な り語 彙 数)

力 行Qia花 車 、 花 奢 な 、 花 文 字 な 、 脚 楊 、 脚 絆 、 伽 羅(6)

((五acuが 促 音 化 して い る も の)脚 下 、脚 脛 、 脚 践 、脚 布(4)

ガ 行Guia行 脚 、 行 脚 の 人 、行 脚 の 者 、 瘡 熱 、 瘡 病 、 山 伽 羅(6)

ダ 行(na朝 茶 、朝 茶 の 子 、大 茶碗 、お ち ゃ る 、ぢ ゃ 、詰 茶 、葉 茶 壺(7)

計19(4)

こ の 表 か ら、 『日葡 辞 書 』 に 見 る 日本 語 の 語 彙 で は 、 ア 段 の 拗 音Fia,BiaPi灸Mia,Ria

を含 む 語 彙 は 動 詞 「お り ゃ る 」 以 外 全 て 一iacuの 形 を と っ て い る こ と、 ま た こ れ に 対 して

Guia,Gia,Qiaは 、-iacuの 形 を と らな い 一 音 節 の 拗 音 一isを含 む 語 彙 が あ る こ とが わ か る。

ロ ドリゲ ス は 一iaと い う綴 りの 発 音 に つ い て 、 『日 本 小 文 典 』 「わ れ わ れ の 文 字 に よ る 日

本 語 の 一 部 の 音 節 の 表 記 とそ の 発 音 に つ い て 」 で 次 の よ うに 記 述 して い る 。

1は 同 一 語 内で 次 にA,1,0,0,d,Uが 続 く と、 半 母 音 化 す る 。 例 、Biacuren(白 蓮)、

fiappiki(百 匹)、Ghiacu(逆)、Anghia(行 脚)、Gia(蛇)、Kiaza(伽 羅)、Mochij(用

ゐ)、Xij(椎)、Foxij(欲 し い)な ど。 た だ し次 の 語 の よ う に 二 語 に ま た が る時 は こ

の 規 則 に 含 ま れ な い 。 こ の 場 合 最 後 の1はYで 表 わ す 。 例 、Foxij(乾 飯)、Kiy(奇

異)、Buy(武 威)な ど。(f.10訳 本(上)PP・62-63)

つ ま り、-iaに つ い て い う と、 一 つ の単 語 内 でiとaが 続 く とiは 半 母 音 化 し、 拗 音 と

な る。 但 し、 二 語 に ま た が る 場 合 は半 母 音 化 せ ず 、―i・aと 割 っ て 連 母 音 と して 発 音 さ れ

る、 と い う の で あ る。 こ の 、 一 単 語 中 で の 一iaの 発 音 は 拗 音 化 す る と い う原 則 と く 表2>

と を併 せ て 、 ロ ド リゲ ス の お お よ そ の 考 え 方 を ま と め る と以 下 の よ う に な ろ う 。 ア段 の

拗 音Fia,Bia,Pia,Mia,Riaは 日本 語 の 音 韻 と して は 存 在 して い た け れ ど も 、Fixu,Biacu,

Piacu,Miacu,Riacuと い う 一iacuの形 で しか 日本 語 の 語 彙 の 中 に 現 れ な か っ た 。 そ して こ の

一iacuと い う形 の と きの み 、 一 単 語 と して 一iaは 拗 音 化 した 。 一 方 、 同 じ一iaの 綴 りを用 い

るア 段 の拗 音 で もGu砥(甑Quiaに つ い て は 、 数 は 多 くな い が 一iacuの 形 を と ら ず に 一iaだ

け で 一 音 節 を 構 成 す る語 彙 が 存 在 す る の で 、 日本 語 を綴 る 際 に 必 要 な 音 節 と 認 め ら れ た

の で あ る。

こ こで 、 拗 音 一iaと連 母 音 一iaの書 き分 け とい う点 か ら考 え た い 。Fia,Bia,Pia,Mia,Riaに

関 して は、 拗 音 に な る の はFiacu,Biacu,Piacu,Macu,Riacuと い う形 の と き だ けで あ る か

ら、 そ の 他 は 全 て 連 母 音 で あ る とみ な す こ とが で き る 。 した が って 、 拗 音 と 連 母 音 を 書

き分 け る方 法 を考 え 出 す 必 要 は な か っ た こ とに な る 。

Gu鳳Gia,(haに 関 して は、-iacuを 含 む 語 彙 が 多 い 一 方 、cuの 付 か な い 拗 音 一iaを含 む 語

彙 が 少 数 な が ら存 在 し た か ら、 ロ ド リゲ ス も 日 本語 を 表 記 す る た め の 音 節 の 一 覧 表 に 入

れ た と考 え られ る。 した が ってGuia,Gia,(コaの 場 合 、Fa,BidPia,Mia,Riaの よ う に拗 音
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に な る の は 一iacuの 形 の と き だ け とは 限 ら な い か ら 、 拗 音 と 連 母 音 を 書 き分 け る 必 要 が 全

くな か っ た と は い え な い 。 しか し、そ の例 は 『日葡 辞 書 』中 く表2― 補2>の23例((hacu

が 促 音 化 し た 語4例 を含 む)と ご く少 な い の で 、 連 母 音 と表 記 を 区 別 しな け れ ば な らな

い ほ ど で は な か った と 考 え て よ い だ ろ う 。

5.ま とめ

キ リシ タ ン 資 料 の 規 範 的 な ロ ー マ 字 綴 りで 、-iaと い う表 記 は カ ・ガ ・ダ ・ハ ・バ ・パ

・マ ・ラ行 の ア 段 拗 音 短 音 節 と、 イ 段 音+ア と い う連 母 音 の 二 通 りの よ み 方 が で き る。

こ の 二種 類 は 読 み 誤 る可 能 性 が あ る に も か か わ らず 、 異 な る綴 りで 書 き分 け る 方 法 は 結

局 考 え 出 され な か っ た 。

一 種 類 の 綴 りで 二 通 りの 読 み が あ る も の に つ い て は 、 書 き分 け る必 要 が あ っ た が 適 切

な 方 法 が 定 着 し な か っ た場 合 と、 書 き分 け る必 要 性 が な か った 場 合 が あ る。 擾 音n+母

音 亀1,Uと ナ 行 音na,ni,nu、 ギguiと 連 母 音 グ イ の 場 合 は 前 者 で 、 特 に 『日葡 辞 書 』 にお

い て 分 か ち 書 きや ハ イ フ ンの 使 用 な ど読 み 誤 りを 防 ぐた め の試 み が 見 られ た が 、 こ の よ

うな 方 法 が キ リ シ タ ン資 料 全 体 に 普 及 す る こ と は な か っ た 。 しか しこ れ らの 方 法 が 考 え

出 さ れ た とい う 事 実 か ら 、 読 み 誤 り の 可 能 性 が あ り、 書 き分 け の 必 要 が 認 め られ て い た

こ と が わ か る 。 一 方 、 カ ・ガ 行 合 拗 音qua,guaと 連 母 音 ク ア ・グア に 関 して は 、 ク ア の

方 はcuaが 規 範 的 な 綴 りで あ る し、 グ ア とい う 連 母 音 を含 む 語 彙 は ご く少な い た め 、 書

き分 け る必 要 が な か っ た と 考 え られ る 。

ロ ド リゲ ス の 著 書 には 、 二 つ の 仮 名 で 表 さ れ る拗 音 の 発 音 を 説 明 す る箇 所 で 、 開拗 音

短 音 節 の う ち 、 ア 段 で 一iaの綴 りを 含 ま な いGla,N肱Xaや 、-isと 同 じ くiの 字 を 含 む オ

段 拗 音 の 一ioに つ い て は 説 明 が あ るの に 、 拗 音 一iaに つ い て は全 くふ れ られ て い な い 。 さ

ら に 、 「日 本 語 の 全 て の 語 を わ れ わ れ の 文 字 で 書 き表 す た め の 音 節 。 他 に 必 要 な も の は

な い 。」 と い う表 題 を も つ 一 覧 表 に は 、 ア 段 拗 音 の う ち 一iaを含 ま な いCha,Ia,Nha,Xa、-ia

を 含 む もの と してGuia,Gia,Quia(『 小 文 典 』で はGha,Gia,Kia)の み が 挙 が っ て い て 、Fib

Bia,Pia.Mia,Riaは 入 って い な い 。

『日 葡 辞 書 』 に 出 て く る 日 本 語 の 語 彙 の 中で 、 拗 音 一iaが 出 て くる と きは 原 則 と して 常

に 一iacuの 形 を と る 。 特 にFia,Bia,Pia,Mia,Riaに つ い て は 、 ほ ぼ 全 て一iacuと い っ て よい 。

Guia,GibQiaの 場 合 は、cuの 付 か な い 拗 音 一is音 節 を含 む 語 彙 も あ る た め、 ロ ド リゲ ス

は 日本 語 を 表 記 す る の に 必 要 な 音 節 と認 め た と考 え られ る が 、 そ の よ う な語 彙 は 少 数 で

あ る 。

ロ ド リゲ ス は 別 の 箇 所 で 、 一 単 語 内 で{とaが 連 続 す る と拗 音 に な る と述 べ て い る。

ア段 の 拗 音 一isは、原 則 的 に 一iacuと い う 形 で しか 日本 語 の 語 彙 の 中 に存 在 しな か っ た か ら、

-isは 一iacuと い う形 の と きの み 、 一 単 語 と して 拗 音 化 し、 そ の 他 の 一iaは 全 て 連 母 音 にな
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る も の と み な す こ と が で きた 。 し た が っ て 、 語 の 中 に 出 て く る 形 が ほ ぼ 一iacuと 決 ま っ て

い る ア 段 拗 音 一isと 、 連 母 音 一iaと は 、 こ と さ ら 区 別 し て 書 き 分 け る 必 要 は な か っ た の で

あ る 。

〈 注 〉

(1)『 日葡 辞 書』 には 以 下 の よ うな 用例 が あ る 。(下 線 は 筆者 に よ る。)

・Miac・(都)

Ch心quaMiyaco.i,TaitbnoMiaco.Cidadeprコcipal,oumedopdedaReinodaChina,∫4励 ムθ配5超 ρ'`c〃αao

Miacodolap60.

Miacodori.i,Camome.Gaiuota.P.

・Fiai(冷 や い)

Fiai.CousaFria.Vide,Fiyai.

Fiyai.Cousafria,oufazerfiio.X.

・Miazzuc6(宮 仕 ふ)

Miazzurai,b,bta.Seruiragcntehonrada.¶MiazzupinonhbbbIachiMolhcrersdeserui40.

(2)調 査 は 『邦 訳 日 葡辞 書 』(岩 波 書店 ・1980)に よ る 。 した が って 、 原 本 に は な い 、 訳 者 が 立 て た仮 見

出 しの語 も数 に 含 む 。 この こ とは、 以 下 の 『日葡 辞 書 』 の調 査 に お い て も 同様 で あ る 。

(3)オ 段拗 音 短 音 節 につ い て も、Cho,Guio(Gho)Gio,lo,Nho,Qtio(Kio).xoの み が 挙 が っ てい て 、Fio,Bio

Pio,Mio,Rioは 入 って い な い 。っ ま り、―ioで表 さ れ る拗 音 の う ち、Guio.(no,Quioは 表 に あ る が、Fio,Bio,Pio

Mio,Rioは な い ので あ る。 但 しオ 段 の 場 合、 拗 音 一ioと連母 音 一iuoと は 、 綴 りが 異 な り混 同 され る可 能 性 が

な い ため 、 拗 音 と連母 音 が 一isと い う 同 一の 綴 りを と るア 段 の場 合 とは か な り事 情 が 異 な る と考 え られ る。

しか し、 本稿 で は 一iaと い う 表記 に っ い て のみ 論 じ るた め 、-ioに っ い て は こ れ 以 上 ふ れ な い こ とに す る 。

(4)動 詞 「お りゃ る 」は 、『時 代別 国 語 大 辞 典 室 町 時 代編 』(三 省 堂 ・1991)に よ る と 「お 入 りあ る 」「お

りあ る」 か ら転 じた もの とさ れ る。 ロ ドリゲ スの 記 述 に従 え ば 、 一 覧 表 にRiaと い う 音節 は な いの で 、 「お

りゃ る 」 は 「ヲ リャ ル 」 と拗 音 で読 む の で は な く、 「ヲ リア ル 」 と連 母 音 で 読 む わ け で あ り、 こ こ で拗 音

を 含む 語 彙 に 入 れ るぺ きで は な いか も しれ な い。 な お、<表2>中 の 和語 は こ の 一 語 の み で あ る 。
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付記

本稿は、平成10年 度京都大学文学研 究科博士後期課程研究報告を修正 したものであるが、訓点語学会第180

回研究発表会(平 成11年5月 、同志社大学)に お ける丸田博 之氏の口頭発表と多少重複するところが ある。

氏 と筆者 とが時期を同じ くして個々に研 究を進めていたことをお断 りす ると同時に、本稿 の掲載をこころ

よ く認めて下さった丸田氏に御礼を申し上げる。

(き しもと えみ ・博士後期課程)
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